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種の記録 

Macrophthalmidae オサガニ科 

Ilyograpsus nodulosus (Sakai, 1983) 

チゴイワガニ（写真 1） 

標本 徳島県立博物館節足動物標本（TKPM-AR）

3125－3129，5 個体，甲長 2.8－7.0mm，甲幅 3.0－

7.8mm，重信川河口域（愛媛県松山市西垣生町：北

緯 33度 48分 26秒，東経 132度 41分 21秒），2023

年 2月 5日，山川宇宙・鎗田めぐ採集． 

種の特徴 

上記 5 個体は，甲は円に近い形であり，複数の隆起

がある，前側縁には眼窩外歯を含めて 4歯を有する，

指部先端はカップ状をなすなどの特徴を持ち，岸野

ほか（2001）および三浦（2008）のチゴイワガニの標徴

と一致したため，本種と同定された． 

備考 

本種は千葉県および島根県隠岐諸島から琉球列島

にかけて記録されている（三浦，2008；和田，2012；乾

ほか，2021；大澤，2022）．愛媛県では宇和海側の僧

都川から記録されているが（環境省自然環境局 生物

多様性センター，2007），標本の有無は不明である．

本報告は，本種の同県瀬戸内海側における初記録で

あると同時に，標本に基づく同県初記録になる． 
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写真１ Ilyograpsus nodulosus チゴイワガニ

（TKPM-AR 3126） 
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